
麻生区区民会議 第５回地域交流・文化部会 議事要旨 

 

   

１ 開催日時 平成２３年４月２８日（木）午前９時３０分～１１時５０分 

 

２ 開催場所 麻生区役所第５会議室 

 

３ 出席者  [地域交流・文化部会委員] 

石井委員、植木委員、魚本委員、菅原委員、竹市委員、田中委員、 

土井委員、柳島委員 

       [事務局] 

安生企画課長、阿部企画課担当係長、川里 

 

４ 傍聴者  １人 

 

５ 議 事 

（１）調査審議課題について 

 ア 「高齢者・障がい者などが暮らしやすい環境づくり」について 

  【報告事項】 

  ・ヒアリング調査結果について、各担当者から報告された。 

   ａ ささえあい事業（協力員）に関して、土井委員から報告 

   ｂ ボランティア団体に関して、植木委員・菅原委員から報告 

   ｃ ゲートキーパーの養成について、田中委員から報告 

  ・「町内会・自治会」について、アンケート調査の提案がされた。 

【主な意見】 

  ・区社会福祉協議会が「ささえあい事業をやらなくてよい」と考えているわけではな 

く、相談窓口設定など改善準備に手間取っている現状にある。 

  ・岡上町内会や下麻生自治会は、伝統的な大きな組織であり、ぜひ追加調査したい。 

  ・配食活動をしている団体は、東地区社会福祉協議会など、他にもある。活動につい 

ては、若い人が集まらない、費用がかかるなどの問題がある。 

  ・「ささえあい麻生くるみの会」はプロの看護ヘルパーがボランティアで活動してい 

るものである。 

  ・町内会・自治会については、今求められる役割は非常に大きいが、果たしてその内 

   部の現状はどのようになっているのか。 

  ・アンケートを取るとすると、これから２ヶ月くらいかかるが 

・（町内会・自治会ヒアリングの報告について）なぜヒアリングをやめたのか。また、 

これからアンケートを取るとすると２ヶ月くらいかかるが、そんな進度で大丈夫な 

のか。 

  ・前回の部会時点では、町内会・自治会にもヒアリングする予定だったが、３月１１ 

日の震災を経て、町内会・自治会も果たすべき役割を真剣に考えている、この重要



  

な時期こそアンケートの協力を呼びかけてはどうか、と考えた。今回の報告には、

アンケートは間に合わないため、独自調査でヒアリングしたものを参考に報告した。 

  ・町会長に依頼してもらい、区内１０４町会のうち２０くらい選出してアンケートを 

   行ってみてはどうか。 

  ・活動がうまくいっている町内会等へもヒアリングを行うという話だったはずである。 

・すでに第２期の調査報告資料にも一部掲載されているので、切り口を変えて聞き取 

りを行う。 

  ・ヒアリングによる課題が見えたら、その課題を解決するための提言・ビジョンを検 

   討し、どこかの団体等に実際に担ってもらってはどうか。取り組んでみて、人の成 

   長や連携の改善等見えていくかもしれない。 

  ・ささえあい事業のヒアリングはしたが、対象はそれだけとは限らない。 

・担い手の育成と発掘は大切なことである。 

【決定事項】 

  ・町内会・自治会への全体的なアンケートは行わない。 

  ・町内会・自治会へのヒアリングについては、いったん担当グループで引き取って調 

整した上、改めて報告する。 

  ・すべての項目についてヒアリングを行い、検討材料をそろえてから、今後の取組み 

   を検討する。その際、最初の段階で絞った１５の課題を意識しつつ、モデル事業を 

   やるのか、方向性やスケジュールを決めていかないといけない。 

  ・ささえあい事業を中心としたこれらの問題を突き詰めていくと、最初に提起された 

   １５の課題の大半を網羅してくるものと思われるので、このまま審議検討を進めて 

   いきたい。 

 

イ 「区民が主体となって進める芸術・文化のまちづくり」について 

  【報告事項】 

  ・芸術・文化の課題検討について、石井委員から検討報告と芸術文化の行事取り組み 

主体や関連団体へのヒアリングの提案がされた。（資料：参考５） 

  ・事務局より、区制３０周年記念事業実行委員会は、震災の影響により３月開催が延 

期になったことを報告した。 

【主な意見】 

・さまざまな立場のメンバーに意見を広く聞かなくてはならないと思う。 

  ・町内会連合会は、行事等でも実働している部隊であり、そちらの意見も取り入れて 

みてもよいのではないか。 

  ・各行事は実行委員会の形式を取っており、そこでの問題点を浮き彫りにし、個々の 

   行事が連携して広く区民の認知度を高めるためのものとする（芸術・文化のまちづ 

   くり推進のもと、点から面にしていく）工夫を検討する。 

  ・ヒアリングの際は、各委員の意見が反映されるような形にしてはどうか。 

  ・区民が参加できるような形を目指すためにも、区民の意見も取り上げないといけな 

   い。 



  

【決定事項】 

  ・各取り組み主体や関連団体へのヒアリングを行う。 

  ・ヒアリングの進め方については、菅原委員、武濤委員、石井委員を中心にこれから 

検討していく。 

 

 ウ 「区民会議フォーラム」について 

  【報告事項】 

  ・企画部会からの調整依頼を受け、区民会議フォーラムでやることの大枠と大まかな 

予定について決めたいことを、事務局から補足説明した。（資料２） 

【主な意見】 

・グッドネイバースからの要望もあるが、区民会議としてはどう考えるか。 

  ・ＮＨＫドキュメンタリー「無縁社会」の池田さんや、東北大震災に関連した人を呼 

   んで講演してもらいたい。 

  ・９月のフォーラム開催に向けての準備は厳しいと思う。９月と２月、それぞれ中心 

   となる部会を分けて開催してもよいと思う。 

  ・区社会福祉協議会や民生委員などのパネラーも想定されるが、参加者はこれから考 

   えていかなければならない。 

  ・フォーラムは人をたくさん集めることがポイントである。魅力ある人の講演など、 

   集客を意識することも大切であり、環境・緑化部会と調整しなくてもよいのか。 

【確認事項】 

  ・９月は環境・緑化部会が、２月は地域交流・文化部会が中心となる形で区民会議 

フォーラムを開催することを企画部会に提案する。 

  ・区民会議フォーラムに呼ぶ講師等は、企画部会で調整してもらう。 

 

 

（２）その他 

  ・次回、５月１７日（火）１３時から、区役所第５会議室にて第６回部会を開催する。 

 

 


